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Y：本日のゲストは、生徒指導部長の山田先生です。先生の担当教科は物理で、部活動は空手道部を担

当されています。さて、さっそくですが、山田先生はなぜ教員になろうと思ったのですか？ 

山田：小学校の頃から、先生になりたいというのはなんとなく思っていました。高校のときの物理の先

生がとてもおもしろくて、物理の先生になるというイメージがはっきりしたのは、その先生の影響が

ありました。 

Y：では、大学でも物理学を専攻されていたんですね？ 

山田：はい。宇宙物理学を専攻していました。素粒子とかの研究です。 

Y：おもしろそうですね。空手道を教えたくて、教員になったわけではなかったんですね。 

山田：最初はそうなんですよ。でも、空手の経験がある先生ってやっぱり少ないので…。高校の部活動

でいい思いをさせてもらったので、恩返ししなくちゃという気持ちはあります。 

定期戦に向けて 

謎の男 Yの部屋 

2月 1日（木）と 8日（木）に定期戦に向けた

応援練習を行いました。 

 
曲目 

・あまちゃん 

・あげあげほいほい 

・サウスポー 

・ルパン三世 

 

3年生になる準備はできていますか。2年生 3学期は 3年生 0学期でもあり、受験に向けて勉強の

スイッチが入ってきた人も多く、頼もしく感じます。一方で 3年生になるということは、勉強だけでな

く部活動や学校行事などでも、1，2年生を引っ張っていける存在とならなければいけません。 

 

そこで『定期戦』です。コロナが明けて、声出し応援を目一杯できるのは 72回生以来 5年振りにな

ります。「3年生になり新クラスで友達と交流を図る。」「2，3年生で夢野台高校を引っ張っていく。」

「1年生を元気に迎え入れて、夢野台高校の魅力を感じてもらう。」「総体に向けて、“チーム夢野台”と

して勢いをつける。」など、いろいろな目標はありますが、何よりも一人一人が定期戦の応援というイベ

ントを、主体的に楽しんでもらえたらなと思います。    

 

 

 

定期戦出場団体の主将や応援団の人達 

ルパン三世の応援歌に合わせて踊る 77回生 

(踊りはバトン部と野球部が中心になって、考えてくれました。) 

生演奏を披露してくれた吹奏楽部 



※（）内は時間帯を表す→《例》（１）＝１限　（放）＝放課後　など

日 曜 3　　月　　行　　事　　予　　定 教育相談

7 木 授業(1～2)　主権者教育LHR（3～4）　 〇

8 金 授業（1～2） 大掃除(3)

11～14月～木 登校禁止および部活動禁止

15 金 教科書副教材購入・写真撮影（1～2） 学年集会　　類型発表会リハーサル（放）

18 月 大掃除（1） 類型発表会(2～3）

19 火 9：00～9：30登校　卒業生に聞く会（2）　学年集会（3）　　追認考査（放）

21 木 生徒総会（1)　定期戦練習（2） 〇

22 金 終業式

・入試に関わる休業日は部活動も禁止です。また、入試中は学校への電話連絡ができなくなります。ご注意ください。

Y：先生は夢野台高校のOBでもあるということで、そういう思いも強いんでしょ

うか？ 

山田：母校に戻ってきたいという気持ちはそれほど無かったんですが、いざ戻って

みるとすごく良くて、なにか新しい扉が開いた感じというか…。自分がいた環境

を別の角度から見られて、昔は気づいていなかったことに気づいたりして、「お

世話になった」感がより強くなりました。だから、感謝の日々です(笑) 

Y：先生は生徒指導部長としての立場の顔もあると思いますが、苦労することとか

はありますか？ 

山田：立場上厳しいことも言わないといけないので、あえてフレンドリーにしないようにはしていま

す。学校はいろいろな先生がいて成り立つものだと思うので、アメとムチみたいな感じで、自分は嫌

なことも言うよって感じにあえて「足枷」をつけてやっています。…ということにしています(笑)。

もともと、そこまでフレンドリーなタイプじゃないというか、お兄さん的にいこうって感じじゃない

ので、実際のところそんなに無理はしていないです。無理してたら、なかなか続かないですよ(笑) 

Y：なるほど。先生は、夢野台OBとして定期戦にはやはり思い入れがありますか？ 

山田：自分が高校生のときからそうですが、正直、空手道は種目が無いので、そこまで思い入れはない

んです。でも、負けたくはない！って気持ちは当時からありました。昔からそうですけど、なんとな

く御影の方が「上」「いい学校」みたいな、塾とかでも、なんかそういう風に言われてて。「誰が決め

たんや」「下に入った覚えはないぞ」って思いは強く持ってました。 

Y：そうだったんですね。今２年生でやっている定期戦の応援練習についてはどう思いますか？ 

山田：いいですね。出場する種目が無い人も応援で参加できるじゃないですか。応援でも勝つ、みたい

な。校歌をでかい声で歌ってるとか。生徒指導部で「マナーでも勝とう」って毎年呼びかけてますけ

ど、あれは本心です。勝ち負けがあるものではないんだけど、競技では勝ったけど、応援とかマナー

とかあんまりだったら、なんか嫌じゃないですか。 

Y：そうですね。４月の定期戦も盛り上がるといいですね～。先生は、部活動もあってなかなか多忙と

は思いますが、趣味とか息抜きにしていることはありますか？ 

山田：食ですね。おいしいもの探して買い物したりするのが好きです。最近だとこのあたりのパン屋と

か。YouTubeで神戸のパン屋めぐりの動画を見たりして勉強してます。あと、自分ではやらないで

すけど、職人が魚をさばく動画とか見たりして、すごいな～とか(笑)。 

Ｙ：いいですね～、ぜひおすすめのお店を教えてください(笑)。では、最後に何かメッセージを。 

山田：定期戦に限らず、３年生で負けたら次がありません。負けてもいいけど、勝つための準備をせ

よ。負けたときに悔し泣きできますか？悔し泣きできるくらい頑張ってますか？言い訳を先に用意せ

ずに、本気でやってみよう！ 

 

 

 

今後の

予定 


